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語り継ごう

戦争の悲惨さと平和の貴さを

●●●●●●●●声

平
和
を
願
う
催
し
に

ご
参
加
を

　昭和20年８月の終戦から46回目の夏一

　宇治市平和都市推進協議会（会長一池本正夫

市長）では、２度と戦争は起こさないとの誓い

と、核兵器廃絶・世界の恒久平和への願いを込

め、ポスター展や映画会などを行います。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
七
割

か
舌
め
、
社
会
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
今
日
、
戦
争
の
悲
惨
さ
は
忘

れ
去
β
り
今
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
代
の
中
で
平
和
と
繁
栄
を

享
受
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
人
類

に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
戦

争
と
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
語
り
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
宇
治
市
で
は
、
昭
型
八
十
二
年

に
市
議
会
１
核
兵
器
の
廃
絶
と

全
面
軍
縮
を
世
界
に
訴
え
た
「
核

兵
器
廃
絶
平
和
都
山
昌
言
」
か
決

議
。
こ
れ
や
機
に
、
市
の
平
和
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
平
和
の
像
」

が
市
民
か
ら
の
募
金
で
建
て
替
え

ら
れ
る
な
ど
、
世
界
の
平
和
を
願

う
機
運
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
平
成
３
年
雲
仙
岳
噴
火
災
害
」

義
援
金

　
　
総
額
２
０
７
万
４
千
９
０
７
円
に

　
市
で
は
六
月
二
十
四
日
か
ら

七
月
十
日
ま
で
の
間
、
日
本
赤

十
字
社
京
都
府
支
部
宇
治
市
地

区
と
共
同
で
、
「
平
成
三
年
雲

仙
岳
噴
火
災
害
」
義
援
金
の
募

災
奎
竹
い
ま
し
た
。

　
雲
仙
・
普
賢
岳
の
噴
火
に
よ

る
火
砕
流
で
は
、
多
く
の
人
命

や
家
屋
な
ど
が
失
わ
れ
ま
し
弓

こ
の
募
金
は
、
今
も
、
い
つ
終

わ
る
と
も
知
れ
な
い
恐
怖
と
闘

っ
て
お
ら
れ
る
島
原
市
と
深
江

町
の
被
災
住
民
に
対
し
、
一
日

も
早
い
噴
火
の
沈
静
化
と
復
旧

か
な
っ
と
と
も
に
、
援
助
の
手

を
差
し
伸
べ
た
い
と
の
主
旨
で
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛

け
た
も
の
で
す
。

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会

で
も
こ
の
決
議
に
稀
つ
い
て
、
八

月
一
日
困
か
ら
三
十
日
㈹
ま
で
、

平
和
か
頗
う
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
い
未
了
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

　
真
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通
の
念
願
で
あ
る
。

　
我
々
は
世
界
最
初
の
被
爆
国
民
と
し
て
、
核
兵
器

の
恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
る
。
こ
の

地
球
上
に
再
び
広
島
・
長
崎
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
あ
ら
ゆ
る
国
の
核
兵
器
の

廃
絶
と
全
面
軍
縮
を
全
世
界
の
人
々
に
訴
え
る
も
の

で
あ
る
。

　
日
本
国
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
た
恒
久
平
和
の
理
念
を

市
民
生
活
の
中
に
生
か
し
、
子
々
孫
々
に
継
承
す
る

た
め
、
こ
こ
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
た
る
こ
と
を

宣
言
す
る
。

平和のシンボルとして市庁舎

前に立つ「平和の像」

　
こ
の
結
果
、
市
役
所
な
芦
吊
ご

内
十
四
個
所
に
置
い
た
募
金
箱
‥

　
へ
の
二
十
一
万
八
千
百
五
十
三

　
円
を
ほ
じ
め
、
二
百
七
万
四
千

　
九
百
七
円
と
い
ヶ
多
額
の
義
援

　
金
が
寄
剪
９
れ
ま
し
た
。
こ
れ

　
ら
の
４
援
金
は
七
月
二
日
・
十

　
一
日
の
二
回
に
分
け
て
、
日
本

　
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
を
通
じ
、

　
避
難
生
活
の
続
い
て
い
る
被
災

　
地
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼

　
弩
甲
し
上
げ
ま
す
。

●
●
一
・
一
・
一
巻
●
●
・
一
●
●
●
・
・
●
一
一
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人の痛みを知ることが

平和につながる

　昌禦習習ｎ昌お¨

　　長谷部　松子‰(52)

　
私
は
今
、
子
供
た
ち
に
、
六
歳

の
時
に
体
験
し
た
原
爆
の
こ
と
を

話
し
て
い
ま
す
Ｉ
吹
っ
飛
ん
で
、

影
も
形
も
な
く
消
え
た
友
だ
ち
、

焼
け
た
だ
れ
て
目
も
見
え
ず
「
あ

つ
い
」
「
水
を
」
と
右
往
左
往
す

る
人
・
人
、
壊
れ
た
家
の
ほ
の
向

平
和
を
願
う
催
し

　
図
書
展

戦
時
下
の
女
た
ち

戦
時
中
の
女
性
の
生
活
や
体
験
を
綴
っ
た
文
学
・

歴
史
・
写
真
災
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
図
書
か
展
示

・
８
月
１
日
困
～
3
0
日
金
・
中
馬
蜜
晶
（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
伍
休
館
）
・
「
母
と

子
で
み
る
ひ
め
ゆ
り
の
乙
女
た
ち
」
「
女
た
ち

の
八
月
十
五
日
」
な
ど
１
０
０
冊
童
辰
示

　
映
画
会

　
「
八
月
の
狂
詩
曲
（
ラ
プ
ソ
デ
Ｉ
）
」

の
少
女
た
ち
」
の
２
杢
石
徽

感

・
８
月
１
１
日
向
。
午
後
１
時
、
３
時
半
、
６
時

か
ら
の
３
回
ト
瞑
・
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

企
画
展

①
ポ
ス
タ
ー
展
（
ヒ
ロ
シ
マ
ー
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

　
ポ
ス
タ
ー
、
非
核
都
市
平
和
ポ
ス
タ
ー
）

②
写
臭
展
‐
子
供
た
ち
の
見
た
広
島
‐
（
平
成
２
・

　
３
年
度
小
・
中
学
生
広
島
訪
問
団
写
真
）

　
　
・
８
月
Ｈ
日
向
～
1
7
日
出
・
中
央
公
民
笛
ほ
示

　
一

集
会
Ξ
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
鳳
唯
休
館
）

こ
う
に
見
え
た
、
無
気
味
な
大
粒

の
ｍ
一
い
雨
、
や
け
ど
を
負
っ
た
ほ

の
腕
に
わ
く
う
じ
・
中
に
の
ぞ
ぐ

骨
、
あ
の
夏
、
辺
り
に
漂
っ
て
い

た
に
お
い
、
そ
の
後
何
年
か
鼻
に

つ
い
て
離
れ
な
か
っ
た
、
あ
の
死

者
の
に
お
い
・
：

　
つ
ら
い
思
い
出
で
す
し
、
正
直

言
っ
て
あ
ま
り
話
し
た
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
は
他
人
の
痛
み
が
わ

か
ら
な
い
と
、
平
気
で
人
を
傷
付

け
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
痛
み
か
伝

え
ぷ
つ
、
と
。
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
、
人
の
痛
み
の
わ
か
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
ｌ
↓

　
私
か
今
こ
戸
七
生
き
て
い
る

の
は
、
両
親
や
大
人
た
ち
が
守
り

育
て
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
今

度
は
私
た
ち
が
、
戦
争
体
験
侃
’
－

り
継
ぐ
こ
と
か
畳
め
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
平
和
か
寺
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
も
、
平

和
盈
朗
ラ
催
し
に
参
加
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

時
期
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
（
談
）

い
ず
れ
も
入
場
は
無
料

問
い
合
わ
せ
は
企
画
管
理
部

総
務
課
（
内
線
４
３
２
）
へ

平
和
祈
念
集
会

一
い
れ
い
れ
日
凩
、
午
前
１
１
時
半
本
拓
干
・
市
庁

昨年の平和祈念集会

　
　
１
分
間
の
黙
と
う
を

　
戦
争
や
原
爆
の
犠
牲
者
の
め
い
福
を
お
祈
り
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
願
っ

て
、
市
役
所
屋
上
の
希
望
の
鑓
政
回
じ
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
人
も
一
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
■
広
島
被
爆
の
？
‥
８
月
６
日
㈹
、
午
前
８
時
1
5

分
■
長
崎
被
爆
の
時
―

０
０
月
９
日
廊
、
午
前
１
１
随

分
■
終
戦
の
日
＝
８
月
1
5
日
出
、
正
午

宇
治
市
制
施
行

宇
治
商
工
会
議
所
創
立

　
第
3
1
回

4
0
周
年
記
念

宇
治
川
花
火
大
会

　
花
火
観
覧
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
楽
し
ゐ
る
入
場
券
を
、
発

売
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
…
８
月
1
0
日
出
、
午

後
５
時
か
ら
（
雨
天
順
延
）
▼
と

こ
ろ
・
：
宇
治
公
園
中
の
島
朝
霧

橋
た
も
と
▼
内
容
…
漫
才
（
海

原
さ
お
り
・
し
お
り
）
、
演
歌
、

水の事故を
防ごう

　
建
設
省
や
京
都
府
、
宇
治
市

な
り
七
構
成
す
る
天
ヶ
瀬
ダ
ム

放
流
連
絡
協
議
会
（
会
長
ａ
池

本
正
夫
市
長
）
で
は
、
八
月
に
、

フ
ラ
メ
ン
コ
シ
ョ
ー
ほ
か
。
花

火
は
3
0
種
7
0
0
0
発
を
打
ち

上
げ
▼
料
金
・
：
2
0
0
0
円
▼

発
売
所
…
観
光
セ
ン
タ
ー
、
観

光
案
内
所
（
宇
治
橋
西
詰
・
近
鉄

大
久
保
駅
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
電

話
予
約
：
而
宇
治
市
観
光
協
会

（
a
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
。

宇
治
川
沿
岸
で
危
険
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。
子
供
た
ち
や

市
民
、
観
光
客
、
釣
り
入
ら
に

水
難
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま

す
。
ま
た
、
天
ヶ
瀬
つ
り
橋
付

近
な
ど
十
四
個
所
に
「
キ
ヶ
ン
」

　
「
な
が
さ
れ
る
、
は
い
る
な
」

　
「
あ
ぶ
な
い
、
お
よ
ぐ
な
」
の

三
種
類
の
看
板
を
設
ほ
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
水
の
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
緩
み
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

安
全
へ
の
心
配
り
を
忘
れ
ず
、

夏
を
事
故
な
く
過
ご
し
ま
し
よ

市
選
挙
管
理
委
員
会

告
憚
委
員
長
を
再
任

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

七
月
十
八
日
の
七
月
定
例
会
で

任
期
満
了
に
伴
う
委
員
長
改
選

か
好
い
、
占
洋
耕
作
委
員
長
（
七

土
ハ
歳
）
を
再
任
し
ま
し
た
。

占
滞
さ
ん
は
昭
和
六
十
一
年
に

委
員
長
に
就
任
、
今
期
で
三
期

目
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
長
職
務
代
理
者

に
は
、
委
員
長
指
名
に
よ
り
ｔ
‥

渾
義
則
さ
ん
（
六
十
三
歳
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
委
員
長
、
同
職
務
代

理
者
と
鬼
界
安
一
さ
ん
（
六
十

七
歳
）
、
長
谷
部
松
子
さ
ん
（
五

十
二
歳
）
の
四
人
。
任
期
は
平

成
七
年
七
月
十
七
Ｂ
ま
で
で
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1283

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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市民一人ひとりか正しい認識を

同
和
問
題
の
解
決
を

　
　
　
　
み
ん
な
の
手
で

　
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）
八
月
に
総
理
府
の
付
属
機
関
で
あ
る

同
和
対
策
審
議
会
は
、
「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で

あ
り
、
・
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
答
申
（
同
対
審
答
申
）
し
ま

し
た
。
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
正
し
く
知
る

機
会
が
少
な
い
た
め
に
、
十
分
理
解
し
て
い
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
同
和
問
題
と
は
何
か
、
な
ぜ
国
民
的
課
題

で
あ
る
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
同
和
問
題
と
は
、
同
和
地
区
の

人
た
ち
が
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
て

い
る
基
本
的
人
権
奪
戸
し
ぐ
侵
害

さ
れ
、
特
に
職
業
選
択
の
自
由
や

教
育
夕
受
け
る
権
利
、
結
婚
の
自

由
な
ど
市
民
的
権
利
と
自
由
が
、

差
別
と
偏
見
に
よ
っ
て
不
完
全
に

し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
支
配
者
た
っ
た
武

士
は
、
公
民
か
ら
年
貢
を
厳
し

く
取
り
立
て
る
の
に
民
衆
夕
分
断

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
「
上
見
て
暮
ら
于
な
、
下
見

て
暮
ら
せ
。
下
に
は
下
が
あ
る
」

と
、
農
民
の
不
満
を
抑
え
る
た
め

に
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対
し

て
、
生
活
の
細
部
ま
で
特
に
厳
し

い
制
限
を
加
え
、
差
別
扱
い
を
し

て
、
人
と
し
て
の
権
利
を
踏
み
に

じ
り
ま
し
た
。
住
む
と
こ
ろ
は
、

川
の
合
流
点
や
川
筋
、
谷
間
、
山

す
そ
な
ど
、
人
が
生
活
す
る
に
は

極
め
て
条
件
の
悪
い
場
所
に
限
定

し
た
り
。
当
時
の
主
要
な
産
業
か

ら
締
め
出
し
、
人
々
の
嫌
う
職
業

に
従
事
す
る
こ
と
夕
強
制
し
た
う

え
、
結
婚
・
交
際
・
服
装
か
ら
髪

型
ま
で
制
限
し
た
の
で
し
た
。

　
明
治
四
年
の
「
解
放
令
」
で
制

度
上
の
身
分
差
別
か
ら
解
放
鳶
ハ

ま
し
た
が
、
差
別
に
よ
る
貧
困
の

な
か
で
、
牛
活
を
改
善
し
た
り
、
。

職
業
や
教
育
か
保
障
し
た
り
す
る

よ
シ
な
、
実
質
的
な
牛
居
の
向
上

を
図
る
た
め
、
行
政
が
同
和
問
題

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
同
対
審
答

申
以
後
の
こ
と
で
し
た
。

解
決
へ
の
取
り
組
み

　
同
対
審
答
申
で
は
、
同
和
地
区

の
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
蔵
心

理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
に
分
け

て
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
心
理
的
差
別
と
は
、
人
々

の
観
念
や
意
識
の
中
に
あ
る
差
別

の
こ
と
で
、
言
葉
や
文
字
、
身
振

り
な
ど
で
、
封
建
的
身
分
の
べ
つ

称
を
表
し
て
侮
べ
つ
し
た
り
、
偏

見
に
よ
っ
て
交
際
か
珀
一
み
、
婚
約

か
破
棄
し
た
り
す
る
な
ど
の
行
動

に
表
れ
る
差
別
で
す
。

　
一
方
実
態
的
差
別
と
は
、
同
和

地
区
の
人
た
ち
の
牛
活
実
態
の
中

に
表
れ
て
い
る
差
別
で
、
劣
悪
な

妾
辺
境
や
、
・
不
安
定
な
仕
事
、

高
い
生
活
保
護
率
、
低
い
教
育
水

準
な
ど
、
同
和
地
区
に
見
ら
れ
る

生
活
実
態
に
表
れ
て
い
る
と
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
。
実
態
的
差

別
が
原
因
と
な
っ
て
心
理
的
差
別

を
助
長
し
、
心
理
的
差
別
が
原
因

と
な
っ
て
実
態
的
差
別
を
つ
く
る

と
い
う
、
差
別
の
再
生
産
と
言
う

べ
き
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
同
和
行
政
は
、
基
本
的

に
は
国
の
責
任
に
お
い
て
当
然
行

う
べ
き
行
政
で
あ
っ
て
、
過
渡
的

な
特
殊
行
政
で
も
な
け
れ
ば
、
行

政
外
の
行
政
で
も
な
い
。
部
落
差

別
が
現
存
す
る
限
り
、
こ
の
行
政

は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
昭
和
四

十
四
年
（
一
九
六
九
年
）
に
「
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
十

年
間
の
期
限
付
き
（
後
に
三
年
延

長
）
で
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九

八
二
年
）
に
「
地
域
改
善
対
策
特

別
措
置
法
」
が
、
昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
年
）
に
、
現
在
の
「
地
域
・

改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

知っていますか

水平社宣言

律
」
が
制
定
’
｛
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
ら
に
築
つ
い
て
、
同
和
地

区
の
生
活
環
境
の
改
善
忿
は
じ
め
、

社
公
一
福
祉
の
増
進
、
産
業
の
振
興
、

職
業
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、
人

権
擁
護
活
動
の
強
化
な
ど
が
取
り

組
次
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
日
で
は
、
牛
活

環
境
牽
甲
心
に
一
定
の
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
奎
ぶ
し
た
。
１
　
が
し
、

依
然
と
し
て
、
不
安
定
な
就
労
実

能
祁
零
細
な
経
営
状
況
か
ら
は
、

牛
活
基
盤
の
諸
問
題
が
ナ
刀
改
善

誉
れ
て
い
る
と
は
言
え
ヂ
。
こ
の

こ
と
が
教
育
や
文
化
の
面
に
蜃
ハ

き
な
影
響
を
与
凡
て
い
未
了
。

　
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）

’
三
月
三
日
、
京
都
市
岡
崎
公
会

堂
に
お
い
て
、
同
和
地
区
の
完

全
な
解
放
を
目
指
し
、
差
別
撤

廃
の
た
め
に
闘
争
す
る
自
主
団

体
と
し
て
、
全
国
水
平
社
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
水
平
社
は
、
同
和
地
区

の
大
た
ち
が
自
ら
の
自
主
行
動

と
経
済
・
職
業
の
自
由
と
人
間

性
の
原
理
の
覚
醒
夕
綱
領
に
し
、

団
結
を
呼
″
掛
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
人
間
の
尊
厳
政
Ｅ
つ
て

　
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に

同和問題啓発映画･ビデオの貸し出し

問い合わせ申し込み

先同和対策室（内線

303）社会教育課

（内線474）｜

１
１
？
１
１
１
１
１
１
？
？
１
１
１
１
１
１
Ｓ

ｉ

同　和　対　策　室 社会教育課

題　　名 規　格 題　　名 規　格

結　　　婚 16乱　55分 おばあちゃんの
遺言

l6乱　55夕
美しい季節 16％　54分

誕　　　生 16゛,,　55分 夜明けをめざして16乱　30少

ひまわり 16乱　55分
星がきれいに
見える町

16-.,　5竹
五十年の沈黙 16乱　54分

燃ゆる街 16乱　90分 春を呼ぶうずしお15'.;　57ﾀ

早　　　春 15-.,　54分ｉい　ぶ　き 16乱　52多

竹の子のうた 16-v　54分 波きらめくとき 16-.,　52多

雨の指もじ 16乱　55分 希望への道 16‰　58少

昌夫の日記 ビデオ54分 ちいさな指輪 16-.,　55少

ちいさな指輪 ビデオ55分 友子よ晴れない
霧はない

16乱　42夕
出　会　い ビデオ55分

約　　　束 ビデオ55分
撫子(なでしこ)の
花の咲くころ

ビデオ55少
日本の歴史と ビデオ

光
あ
れ
」
と
結
ば
れ
る
、
日
本

の
人
燈
昌
言
と
言
う
べ
き
「
水

平
社
宣
言
」
を
発
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
精
神
が
そ
の

後
の
解
放
運
動
に
引
き
継
が
れ
、

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）

に
は
「
部
落
解
放
全
国
委
員
砂

が
結
成
さ
れ
、
同
和
問
題
の
解

決
へ
の
取
紅
組
み
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
か

平
等
に
な
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
少
数
民
族

や
女
性
へ
の
差
別
な
ど
を
是
正

す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
措
置

デ
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
）
に
つ
い
て
。
次
の
ぶ
つ

に
考
え
ら
元
て
い
車
ｙ
。

。
長
年
、
。
鎖
に
つ
な
が
れ
て

　
い
た
人
を
解
放
し
、
競
走
の

　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
連
れ
て

　
行
哉
「
さ
あ
、
お
前
は
自

　
由
だ
Ｉ
だ
れ
と
競
走
し
て
も

　
よ
い
」
、
な
夕
鎗
う
こ
と
は

　
で
き
な
い
Ｆ

　
百
メ
ー
ト
ル
競
走
で
ぃ
「

人
が
足
か
せ
か
研
け
、
も
ヨ

一
人
が
だ
か
せ
の
な
い
状
況
。

盆
簾
し
て
み
ぷ
っ
’
。
足
黙

ζ
ｉ
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
！

一
ｌ
一
巻
Ｉ
Ｉ
響
■
―
■
一
一
■
一
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
畷
Ｉ
一
一
響
響
一
一
Ｉ
響
■
欄

♂
Φ
一
泰
Ｉ
響
響
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
1
1
1
1
S
一
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
響
Ｉ
畷
Ｉ
Ｉ
一
－
Φ
一
ａ
一
－
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差
別
の
な
い
社
会
を

目
指
し
て

　
今
年
の
五
月
七
日
、
市
役
所
の

便
所
に
「
部
落
民
玄
麦
前
」
と

い
之
Ｅ
別
落
書
改
印
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
「
上
見

て
暮
ら
ず
な
・
：
」
的
思
墾
瓦
石

人
が
、
自
分
よ
り
「
下
の
牛
活
」
を

余
儀
な
ぐ
さ
れ
て
‘
£
筒
和
地
区

の
人
た
ち
が
、
行
政
の
施
策
か
受

け
て
、
自
分
の
生
活
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
へ
の

「
ね
た
み
」
意
識
を
あ
ら
わ
に
し
た

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
同
和
地
区
の

人
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
自
分
よ
り

　
「
下
の
生
活
」
を
し
て
い
る
べ
き

だ
と
り
温
こ
別
意
識
が
、
憲
法
が

保
障
し
て
い
る
基
本
的
人
権
や
同

対
審
答
申
か
石
否
定
す
る
、
間
違

っ
た
考
兄
方
の
落
書
き
を
書
か
せ

た
の
で
す
。

　
自
分
は
差
別
な
ど
し
た
こ
と
は

な
い
か
ら
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
も
、
人
権
に
か
か
わ
る
問
題

に
対
し
て
、
な
ぜ
？
ど
っ
し
て

？
と
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
て

み
て
ぐ
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
日

常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
職
業
や
学

歴
、
出
身
地
な
ど
で
人
を
判
断
し

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
結
婚
の
際
に
、
本
人

同
士
の
意
思
に
対
し
て
弱
り
合

‐
が
と
れ
な
い
な
ｙ
に
と
言
っ
て

反
対
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
で

し
Ｉ
７
か
。
こ
の
ぷ
フ
に
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
上
下
関
係
を
つ
け
て

考
え
た
り
、
他
人
が
ご
７
見
る
か
、

ど
呈
叉
て
い
る
か
な
３
０
Ｊ
Ｊ
気
に

し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
は
、
自
分
で
意
識
し

な
ぐ
て
も
、
結
果
的
に
相
手
を
差

別
し
、
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
人
が
人
か
差
別
す
る
こ
と
の
な

い
、
真
の
民
主
主
義
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
Ｍ
り
が
、
基
本
的
人
権
を
尊
重

す
る
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
何
よ
り
皐
ハ
切
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

同
和
問
題
と
は
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市
民
の
ひ
ろ
ば

福
祉
・
年
金

　
　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
８
月

８
日
出
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
≪
2
2
・
５
６
５
０
、
フ
″
ク

ス
2
3
・
0
8
5
7
）
へ
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
…
８
月
2
2
日
田
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
市
内
在
住

で
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
▼
定
員

・
：
2
0
人
▼
内
容
・
：
料
理
実
習
（
お

そ
う
ざ
い
）
と
暉
害
別
の
体
験
発

表
▼
参
加
費
・
：
５
０
０
円
程
度
▼

持
ち
物
・
：
女
兄
・
三
碧
兄
・

エ
プ
ロ
ン
▼
指
導
…
料
理
研
究
家

・
寺
崎
ひ
ろ
子
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
〈
太
極
拳
教
室
〉

　
第
1
3
回
こ
ど
も
手
づ
く
り

　
第
1
3
回
こ
ど
も
手
づ
く
り

　
第
1
3
回
こ
ど
も
手
づ
く
り

文
化
祭
　
第
十
三
回
こ
茫
秀
く
り

文
化
祭
は
、
九
月
二
十
二
日
㈲

に
、
展
示
・
ク
ラ
フ
ト
の
部
が

中
央
公
民
館
で
、
十
月
十
三
日

　
障
害
者
大
学
の
一
環
と
し
て
行

い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
9
日
、
９
月
1
2

日
・
1
9
日
・
2
6
日
、
1
0
月
1
7
日
・

２
　
１
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）
、
６

回
。
午
後
１
時
半
ｙ
３
時
半
▼
と

こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▼
対
乖
：

市
内
在
住
で
身
体
に
障
害
の
あ
る

人
▼
内
容
・
・
・
簡
化
2
4
式
、
Ｍ
功
▼

参
加
費
・
・
・
無
料
ｙ
一
持
ち
物
・
・
迩
動

の
で
き
る
服
装
▼
指
導
・
：
市
老
人

セ
ン
タ
ー
太
極
拳
教
室
代
表
・
笠

木
吟
一
さ
ん
。

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
相
談
専
門
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
８
月
９
日

出
＝
木
幡
公
民
館
・
2
3
日
出
＝
宇

治
公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
４
時
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
福
祉
年

金
課
国
民
年
金
係
（
内
線
２
９
９
）

へ
。

　
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料

　
年
金
制
度
は
、
貨
元
凶
保
険

料
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し

納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
冷
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一
の
時
。
暉
害
基
＆
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
さ
疋
受
け
Ｇ
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
十
分
ご
注
息
ぐ
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
福
祉
年
金
課
国
民

年
金
係
（
内
線
２
９
９
）
へ
。

募
集

ゴ
ミ
収
集
作
業

ア
ル
バ
イ
ト

▼
期
間
…
８
月
3
1
日
出
ま
で
。

勤
務
日
は
相
談
に
ら
じ
ま
す
▼
資

格
…
週
３
日
以
上
勤
務
で
き
る
健

康
な
男
子
▼
賃
金
（
日
額
）
・
・
・
7
0

0
0
円
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
を
ほ
っ
て
清
掃
事
務

所
（
内
線
３
１
７
）
へ
持
参
侃

ス
ポ
ー
ツ

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
教
室

　
▼
と
き
…
８
月
４
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
…
南
小
倉
小
学
校
運
動
場
▼
内

容
…
ル
ー
ル
講
習
と
実
技
指
導
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当

日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
苓
：

市
民
体
育
課
（
内
線
４
７
９
）
へ
。

莵
道
車
田

　
多
田
　
　
翔
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
Ｈ
２
・
７
・
2
1
①

　
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
Ｈ
日
間
、
午
前

８
時
半
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
８
月
1
8
日
間
）
▼
行

程
・
：
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
↓
花
園
駅
↓
御

室
八
十
八
ヵ
所
、
約
1
0
J
▼
持
ち

物
…
昼
食
、
雨
具
、
水
筒
な
ど
。

交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ

せ
…
木
村
長
次
さ
ん
（
容
2
1
・
3

6
3
3
）
へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
４
日
間
＝
午
前

1
0
時
Ｉ
正
午
、
８
日
困
・
９
９
　
　
日
困

　だれからも愛される人になって

ね｡/　しょうちゃん。

　この欄に掲載するお子さん（2年

8月生まれ）を募集しています。今月

9日までに広報課へご連絡ください。

＝
午
後
１
時
半
１
３
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
・
宇
治
公
民
館
▼
内
容
…
や
さ

し
い
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
▼
参
加
費

…
３
０
０
円
▼
持
ち
物
…
体
育
館

靴
か
ゴ
ム
底
の
靴
▼
申
し
込
み
・
・
・

当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
中
塚
茂
さ
ん
（
酋
2
2
・
2
9
4

8
）
へ
。

お
知
ら
せ

　
Ｏ
Ａ
・
簿
記
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
を
開
応
歪
す
。

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
’
‐
‐
・
（
公
4
6
・

0
6
8
8
）
へ
。

　
海
外
旅
行
の
た
め
の

　
英
会
話
教
室

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
2
日
か
ら
1
2
月

1
2
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
1
6
回
。

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
城

南
勤
労
者
福
祉
会
館
▼
対
象
…
基

礎
的
な
菱
形
多
少
理
解
で
き
る

人
▼
定
員
…
2
5
人
（
前
回
受
講
者

か
際
ぐ
）
▼
受
講
料
・
：
8
0
0
0

円
（
別
に
テ
キ
ス
ト
代
2
5
0
0

円
）
▼
講
師
…
ル
イ
ー
ハ
ド
ソ
ン
・

ウ
イ
ン
ウ
ッ
ド
‘
｛
ん
（
英
国
）
▼
申

し
込
み
・
：
８
月
1
5
日
閑
ま
で
に
同

会
館
（
豊
4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。

　
バ
イ
ク
・
原
付
の

　
通
行
禁
止
規
制

　
▼
規
制
の
種
別
・
：
通
行
禁
止

▼
対
象
・
：
自
動
Ｉ
輪
車
と
原
動
機

付
き
目
転
車
▼
期
間
・
：
８
月
１
日

閑
～
3
1
日
出
、
終
日
ｙ
規
制
場
所

・
：
府
道
大
津
南
郷
宇
治
線
の
白
川

口
信
号
か
ら
宵
待
橋
手
前
２
５
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
、
約
3
2
0

0
メ
ー
ト
ル
▼
問
い
合
わ
せ
…
宇

治
警
察
署
（
豊
2
4
・
1
1
1
1
）

へ
。

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
大

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
き
4
4
・

7
4
4
7
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

会
場
も
、
夏
休
み
自
然
体
験
教

室
奎
ぼ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ホ
ヂ
。

　
　
夏
休
み

　
　
自
然
体
験
教
室

□
さ
わ
が
に
取
り
と
カ
レ
ー

　
パ
ー
テ
ィ
ー

　
▼
と
き
・
：
８
月
７
日
團
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
雨
天
の

場
合
は
翌
日
）
▼
行
海
先
…
白

川
も
み
じ
谷
（
集
合
・
解
散
は

同
セ
ン
タ
ー
）
▼
対
乖
・
・
市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
（
小
学
２

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
可
）

▼
定
員
・
：
先
着
3
0
人
▼
参
加
持

・
・
・
（
バ
ス
代
）
小
学
生
‥
１
６
０

円
・
中
学
生
以
上
り
３
２
０
円
、

　
（
材
料
・
お
や
つ
代
）
２
０
０

円
▼
持
ち
物
：
永
筒
、
符
替
え
。

　
夏
休
み

　
手
づ
く
り
教
室

ロ
フ
ェ
ル
ト
の
小
物
入
れ
づ

　
▼
と
き
…
８
月
1
9
日
囲
、
午

前
９
時
～
正
午
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
の
小
学
Ｉ
Ｆ
３
年
生
▼
定

員
・
：
先
着
2
5
人
▼
参
加
費
・
：
無

料
▼
持
ち
物
・
・
・
突
岳
・
フ
ェ

ル
ト
▼
指
導
・
：
新
宮
郁
子
さ
ん

・
藤
川
真
理
子
さ
ん
。

　
手
芸
教
室

□
布
で
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
つ
く

　
▼
と
き
・
＝
８
月
2
0
日
㈹
、
午

前
９
時
～
正
午
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
▼
定

員
・
：
先
着
2
5
人
▼
参
加
費
…
無

料
▼
持
ち
物
・
：
布
・
針
・
糸
▼
指

導
・
：
山
本
春
子
さ
ん
・
久
志
本

章
代
さ
ん
。

　
　
　
　
　
◇

ロ
ビ
ー
ズ
の
壁
か
ざ
り
づ
く

　
▼
と
き
…
８
月
刀
　
　
日
出
、
午

前
９
時
１
正
午
▼
対
象
…
市
内

在
住
の
小
学
４
年
生
以
上
▼
定

員
・
・
・
先
着
2
5
人
▼
参
加
費
（
材

料
費
）
…
２
０
０
円
▼
指
導
…

山
本
春
子
さ
ん
・
久
志
本
章
代

さ
ん
。

　
木
片
で
つ
く
る

　
お
も
ち
や

□
う
け
玉
あ
そ
ぴ

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
1
日
出
、
午

前
９
時
半
～
1
1
時
半
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
幼
・
保
育
園
年
長

児
～
小
学
３
年
生
ｙ
定
員
・
：
先

着
2
5
人
▼
参
加
費
・
：
無
料
。

　
木
工
教
室

□
本
立
て
づ
く
り

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
3
日
倒
、
午

前
９
時
～
午
後
３
時
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

▼
定
員
・
：
先
着
2
0
人
▼
参
加
費

（
材
料
賢
）
・
・
・
４
０
０
円
▼
持
ち

物
…
小
刀
（
持
っ
て
い
る
人
だ

け
）
、
弁
当
。

小
倉
公
民
館

　
こ
ど
も
工
作
教
室

　
木
片
で
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
バ

ご　
▼
と
き
・
・
・
８
月
c
＼
７
一
日
叫
、
午

前
９
時
半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・

小
倉
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
の
小
学
３
年
生
以
上
▼
定
員

…
先
着
3
0
人
▼
参
加
費
（
材
料

費
）
…
２
０
０
円
▼
講
師
…
野

外
活
動
協
会
・
林
正
剛
さ
ん
▼

申
し
込
み
・
：
同
館
（
き
2
2
・
4

6
8
7
）
へ
電
話
か
来
館
１

中
央
図
書
館

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
1
0
日
出
、
午

後
３
時
ｙ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…

中
央
図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：

昔
話
・
絵
本
・
物
語
な
ど
の
素

話
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し
込

み
：
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い

合
わ
せ
…
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
た
ま
て
ば
こ
」
代
表
・
大
西

雅
子
洛
ん
（
公
2
4
・
4
8
0
7
）

へ
。

城
南
衛
生
管

理
組
合

　
夏
休
み
親
子
見
学
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
①
８
月

1
0
日
出
＝
沢
第
２
清
掃
工
場

（
に
尿
処
理
場
）
②
８
月
1
7
日
出

―
折
居
清
掃
工
場
（
ゴ
ミ
焼
却

場
）
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正

午
（
専
用
バ
ス
を
運
行
）
▼
定
員

…
各
先
着
5
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・

城
南
衛
生
管
理
組
合
広
報
課

（
豊
０
７
５
一
６
３
１
一
’
Ｄ
１
７

１
）
へ
。

1285

大
久
保
青
少

年
セ
ン
タ
ー

出展作品･出演団を募集

こどもたちへの

おしらせ

明
る
い
選
挙
啓
発
　

ポ
ス
タ
ー
の
募
集

暑
く
て
も
　
家
に
　
車
に
　
心
に
　
カ
ギ
を

市制40周年記念事業

第13回こども手づくり文化祭

夏
の
防
犯
活
動
実
施
中
　
8
月
3
1
日
ま
で

ＯＡ・簿記講座の日程・内容
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　　　献血

●６日（宇治保健所=

10時～正午と13時～15

　時半）。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所－9時~ lO時半）。

　　　相談あんない

●青少年相談(20日､宇治公民館13時~16時)。

●法律相談(1日、8日、15日、22日、社会

　福祉協議会・萱22・5650,受け付けはリ時

　から、定員１回先着w人)。

※南部は９月から福角

●京都府交通事故相談(7日, 21日、京都府

　宇治地方振興局･豊21･2049､9時～16時）。

心配ごとなどの相談日程や。行政■人権･

消費生活・精神薄弱者相談の日程は、３

年度版「市民カレンダーと手びき」に掲

載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は
　　‾　｀゛’●　●‾習･--･-＝　･-=　　　　●
　市役所市民相談室で、消費苦情相談は自

　治振興課で、教育相談は教育委貝会で。

１日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相
Ｈ ゛'匡ＭＵＩり¶●r7゛ﾐ/-'j l●'″U 'J'･゛ﾐJw一之-“｀"：

談は月～金曜日の1O時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(豊23･8698) :

で　　　　　　　　　　　　　　　　　

：

ご紹介します

　身体障害者相談員

　　　　　気軽にご相談を

氏　名 障害種別 住　　　　所 電話番号

柳原　竹盛視覚 宇治里rn.31-1 22－7074

組藤　利夫視覚 大久保町久保23 43－1287

山田　量造視覚 槙m町本屋敷401－1グリーンタウン帰島7棟216号
20－4508

清水　克子

(手話がでPiすJ聴覚 宇治蔭山62－2
FAX
24－1453

山本　雄次

(手!i≫<できますj 聴覚 槙島町北内24
FAX
22 －9849

波利　アイ聴覚 五ヶ庄平野12－32 32－5189

西村　篤子聴覚 木幡南山4－25 32
－2940

FAX33－ni9

奥島　誠x 肢体 木幡御[120－185 32－8356

黒木　哲雄肢体 宇治米坂33－13 23－2232

坂元　春雄肢体 大久保町旦椋14－117 43－7862

小山登志子肢体 神日月宮東87市営住宅101号21－3604

辻本　綾美肢体 伐島町吹前37市営住宅14 22－9513

藤田　峯子肢体 五ヶ庄福角50－45 31－8506

西井　賢－肢体 槙島町十一31－7 23－3158

森脇　貞二肢体 宇治蔭山９－１ 21－4067

前田　義治肢体 五ヶ庄野添57市営住宅１号32－0305

大石美智子内部 伊勢田町井JA.59－H 44－7450

東野　伸市内部 折居台二丁目1－42 23－9010

酒井　秀－内部 伊勢田町砂田113－70 20－4134

日
常
生
活
や
結
婚
、
家
庭
で
の
　
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固

　
身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
民
間

の
人
で
、
相
談
員
自
４
が
４
体
に

障
害
夕
痔
っ
て
い
蜃
人
た
ち
で
す
。

養
育
な
ど
で
悩
み
や
困
り
ご
と
の

あ
る
人
、
ま
た
、
福
祉
関
係
の
手

続
き
で
相
談
の
あ
る
人
は
、
気
軽

く
守
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
員
の
皆
さ
ん
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

1286

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
容
2
0
・
１
５
１
１
）

3
0
日
圃

2
9
日
出

2
7
日
脚

2
3
日
宙

2
2
日
團

2
1
日
南

2
0
日
肉

旧
日
６

1
4
日
…
困

日
日
㈹
．

Ｓ
日
咆

５
日
困

／
日
南

ｂ
日
肉
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

北
槙
島

広
　
野
開
伊
勢
田

蔭
山
棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
案

木
　
幡

岡
　
屋

南
　
部

羽
戸
山

平
尾
台

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

１
・
ｏ
ー
ー
・
３

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
３

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
５
～
１
・
４

1
3
‥
3
0
～
1
4
茄

1
0
0
0
Ｓ
１
１
‥
1
0

1
3
‥
3
0
～
1
5
‥
3
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
ー
ー
・
５
・

1
3
3
0
～
1
4
一
2
0

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
ｏ
～
―
・
３

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

1
3
‥
3
0
～
1
5
一
3
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
～
１
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
０

Ｏ
・
０
　
１
’
０

１
・
ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
ー
ー
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
Ｉ
・
２

ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
４

1
3
3
0
～
1
4
‥
1
0

1
4
茄
～
1
5
5
0

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
―
・
０

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
小
学
校

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
倉
中
学
校
北
門

南
陵
第
２
謳
参
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
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（五ヶ庄福角市営住宅）に変更になります。

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
8
月
分
）

8月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ・（清掃事務所内線316～318） し尿（城南衛生管理電話075－631－5171）

し尿収集日程の

変更のお知らせ

し尿収集漏れ

にはご連絡を

移
動
図
書
館
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